
                                 

 

✪

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
会
報 

通
信 

№
555

№
556

№
557   

♠ 

♡ 

♦ 

♧ 

 
 

芹
沢
光
治
良
文
学
愛
好
会
の
例
会
、
東
中
野
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

   

第
５
５
８
回  

８
月
30
日(

日) 
18:00

～21:00 

読
書
会  

洋
室
３ (

２
階)  

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』「
愛
」
第
１
章
～
第
２
章 

 (

新
潮
社
版 

黒
い
表
紙
の
も
の) 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
4

章
は
長
い
の
で2

章
を
読
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

送
付
資
料
は
、
①
大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』 

林 

寛
仁 (

文
芸
評
論
家
。 

小
串
信
正
の
筆
名) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雑
誌<

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞> 

別
冊 

平
成
18
年
５
月
10
日
発
行 

至
文
堂
発
行 

 
 

第
５
５
９
回   

９
月
20
日(

日) 
13:00

～17:00 

読
書
会  

洋
室
４(

２
階)  

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』「
愛
」
第3

章
～
第
４
章 

(

新
潮
社
版 

黒
い
表
紙
の
も
の) 

 
 
 
 
 
 
 
 

短
編
小
説
「
習
俗
紀
」
雑
誌<

改
造> 

昭
和
11
年
10
月
號(

改
造
社)

。 

   
  

 
 
 
 
 

今
月
と
来
月
の
テ
キ
ス
ト
に
な
り
ま
す
。
P

21
の
５
行
目
ま
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。 

 
 

送
付
資
料
は
、
①
短
編
小
説
「
習
俗
紀
」
雑
誌<

改
造> 

昭
和
11
年
10
月
號(

改
造
社)

。 

 

第
５
６
０
回  

10
月
11
日(

日) 
13:00

～17:00 

読
書
会  

洋
室
３(

２
階)  

 

司
会  

豊
田
英
文 

    

テ
キ
ス
ト  

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』「
愛
」
第
３
章
～
第
４
章 

(

新
潮
社)

。 

 
 
 
 
 
 
 
 

短
編
小
説
「
習
俗
紀
」
雑
誌<

改
造> 

昭
和
11
年
10
月
號(

改
造
社)

。 

   

送
付
資
料
は
、
①
鈴
木
吉
維
著
『
芹
沢
光
治
良
の
神
と
愛
』
目
次
等
。
②
『
人
間
の
運
命
』
登
場
人
物 

小
田
英
人 

 
 
 
 
 
*

こ
の
３
回
の
例
会
は
、
既
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
愛
好
会
の
活
動
報
告
の
紹
介
で
す
。 

✡
著
作
紹
介

『
わ
が
青
春
の
芹
沢
光
治
良 

ー
愛
と
死
の
文
学
』 

大
野

お

お

の

一
道

か

ず

み

ち 

著  

 
 
 

２
０
２
６(

令
和
８)

年
３
月
30
日 

吉
田
書
店
発
行 

定
価
１
７
６
０
円(

税
込) 

四
六
判 

 
  

芹
沢
光
治
良
生
誕
１
３
０
年
記
念 

講
演
会(

５
月
31
日(

日) 

サ
ロ
ン
・
マ
グ
ノ
リ
ア)

が
行
わ
れ 

 
た
よ
う
で
す
が
、
演
題
と
同
じ
著
作
『
わ
が
青
春
の
芹
沢
光
治
良
ー
愛
と
死
の
文
学
』
が
、
３
月
30 

  

日
に
吉
田
書
店
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
部(

出
会
い
ま
で)

、
第
二
部(

わ
が
青
春
の
芹
沢
作
品)

。 

 
 

大
野
一
道
先
生
は
、
昭
和
16(1941)

年
に
東
京
で
生
ま
れ
埼
玉
で
育
つ
。
東
大
大
学
院
フ
ラ
ン
ス 

 

文
学
専
攻
で
、
ミ
シ
ュ
レ
を
研
究
し
ま
し
た
。『
ミ
シ
ュ
レ
伝
』、『
民
衆
の
発
見 ―

ミ
シ
ュ
レ
か 

 

ら
ペ
ギ
ー
へ
』、『
ミ
シ
ュ
レ
入
門
』
を
藤
原
書
店
か
ら
出
版
。
中
央
大
学
名
誉
教
授
で
す
。 

 
 

大
学
３
年
生
か
ら
大
学
院
に
か
け
て
の
５
年
間
、
作
家
芹
沢
光
治
良
を
し
ば
し
ば
訪
問
し
親
し
く 

 

教
え
を
受
け
た
よ
う
で
す
。 
自
伝
的
作
品
と
し
て
『
春
の
は
な
び
ら―

戦
争
の
残
照 

わ
が
幼
年 

 

時
代
』
を
吉
田
書
店
か
ら
出
版
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
最
新
作
と
し
て
『
わ
が
青
春
の
芹
沢
光
治
良 

 

ー
愛
と
死
の
文
学
』
を
書
い
て
出
版
し
た
の
で
す
。
ど
う
ぞ
、
お
読
み
下
さ
い
。 
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◎ 
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団 

❖ 

✡  
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
   

新
刊
図
書
紹
介 

 
 
 
 
 
 

『
現
代
文
学
と
キ
リ
ス
ト
教
』(

勝
呂
奏
著)  

２
０
２
６
年
６
月
25

日 

七
月
社
発
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

四
六
判 

392

頁 

定
価3800
円
＋
税 

                         <

神>

と
出
会
っ
た
作
家
達
。
ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
に
出
会
い
、
そ
の
影
響
と
葛
藤
を
作
品 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
刻
印
し
て
い
っ
た
の
か
。
遠
藤
周
作
、
森
内
俊
雄
を
中
心
に
。
芹
沢
光
治
良
に
つ
い
て
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

書
か
れ
て
い
ま
す
。
勝
呂
奏
氏
は
、
芹
沢
光
治
良
記
念
文
化
財
団
の
代
表
理
事
。 

 
 
 
 
 
 

『
伊
豆
の
近
代
文
学
誌
』(

勝
呂
奏
著)

２
０
２
５
年
７
月
４
日 

鼎
書
房
発
行   320

頁 

 

伊
豆
の
地
で
、
そ
の
風
土
や
人
々
の
中
で
、
文
学
作
品
を
書
い
た
作
家
川
端
康
成
・
芹
沢
光
治
良
・
井
上
靖
・
小
川
国 

 

夫
・
藤
枝
静
男
・
大
江
健
三
郎
等
の
作
品
を
論
評
し
て
い
る
。
勝
呂
奏
氏
は
、
伊
豆
市
生
ま
れ
で
、
２
０
０
８
年
に
『 

 

評
伝 

芹
沢
光
治
良 -

同
伴
す
る
作
家-

』(

翰
林
書
房)

、
２
０
１
２
年
に
『
評
伝 

小
川
国
夫-

生
き
ら
れ
る
文
士-

』(

勉
誠 

  

出
版)

、
２
０
２
０
年
に
『
評
伝 

藤
枝
静
男-

或
る
私
小
説
家
の
流
儀-

』(

桜
美
林
大
学
出
版
会) 

を
出
版
し
て
い
る
。 

☆ 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

静
岡
県
沼
津
市 

我
入
道

が
に
ゅ
う
ど
う 

蔓
陀
ヶ
原

ま

ん

だ

が

は

ら

５
１
７
の
１ 

  

芹
沢
光
治
良 

生
誕
１
３
０
周
年 

記
念
文
学
講
演
会     

 

『
芹
沢
光
治
良
と
軽
井
沢
～
芹
沢
光
治
良
と
軽
井
沢
ゆ
か
り
の
～  

』  

 

日
時 

11
月
22
日(

日)

13
時
30
分
～
15
時
30
分 

 

場
所 

沼
津
市
立
図
書
館 

４
階
視
聴
覚
ホ
ー
ル 

  

内
容 

第
１
部 

講
演 

 

第
２
部 

大
藤
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

講
師 

大
藤 

敏
行
さ
ん(

軽
井
沢
高
原
文
庫
管
長) 

 

鈴
木 

吉
維
さ
ん(

芹
沢
光
治
良
研
究
者) 

 
 

定
員 

１
８
０
人(

先
着
順) 

 

参
加
料 

無
料 

 

申
込
・
問
合
先 

沼
津
市
芹
沢
光
治
良
記
念
館 

☏  055-932-0255   

電
子
メ
ー
ル 

kojiro @ city.  numazu. lg.  jp 

 
四
季
報 

 

秋
号 

 
 
 

第
百
三
十
九
号 (

№
１
３
９
〕 

 
 

芹
沢
文
学
研
究
会 

・ 

会
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
８(

２
０
２
６
）
年
10

月
28

日(

水)

刊
行 

   

＝
秋
の
歌
＝   

 

や
っ
と
秋

あ
き 

   

朝
夕

あ
さ
ゆ
う

涼
す
ず

し…
 

 

庭
に
わ

に
咲 さ

く 

 

金
木
犀

き
ん
も
く
せ
い

の 

 

香
か
お

り
爽

さ
わ

や
か 

 
 

松
林
庵
主
人 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

『芹沢光治良と軽井沢』 

   



 
 

◎
同
封
資
料
／
①
随
筆
「
美
人
と
美
女｣   

芹
沢
光
治
良 

 
 

雑
誌  

別
冊
一
枚
の
繪<

美
人
百
景> 

昭
和
57
年
１
月
１
日
発
行 

  

② 

小
説
「
悲
し
き
ユ
ネ
ス
コ
」
芹
澤
光
治
良 

昭
和
23(1948)

年
８
月
１
日 

小
説
界
社
発
行 

〔
①
②
資
料
提
供 

中
村 

輝
子
〕   

 

 
③
文
学
評
論 

連
載
「
芹
沢
文
学
講
話
」
㊼
石
丸
助
三
郎
＝
ペ
ー
ル
と
し
て
生
涯
交
流
し
た
＝  

芹
沢
文
学
研
究
会 

代
表 

小
串 

信
正 

◎
芹
沢
文
学 

豆
知
識
㉛ 

芹
沢
光
治
良
と
文
化
勲
章 --

な
ぜ
受
賞
し
な
か
っ
た
の
か
？ 

  

芹
沢
光
治
良
は
、『
巴
里
に
死
す
』『
サ
ム
ラ
イ
の
末
裔(

一
つ
の
世
界)

』『
ア
イ
ダ
夫
人(

巴
里
夫
人)

』
が

仏
訳
さ
れ
ロ
ベ
ー
ル
・
ラ
フ
ォ
ン
社
か
ら
出
版
さ
れ
、
フ
ラ
ン
ス
詩
人
連
盟
よ
り
フ
ラ
ン
ス
友
好
国

際
大
賞
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
コ
マ
ン
ド
ー
ル
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
河
小
説
『
人
間
の
運
命
』
に
芸
術
院
賞
が
与
え
ら
れ
、
日
本
芸
術
院
会
員
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
社
会

的
に
は
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
に
な
り
、
日
本
文
化
研
究
国
際
会
議
の
開
催
に
尽
力
し
ま
し
た
。

新
潮
社
か
ら
『
芹
澤
光
治
良
作
品
集
』(

全
16
巻)

も
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
業
績
が
あ
る
の

に
、
ど
う
し
て
文
化
勲
章
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？ 

私
は
、
日
本
の
戦
後
の
作
家

で
、
文
化
勲
章
に
一
番
相
応
し
い
作
家
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
る
噂
で
は
、
文
化
功
労
者
の
選

定
の
時
に
、
い
ざ
こ
ざ
が
あ
り
、
断
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
か
。
文

化
功
労
者
の
中
か
ら
文
化
勲
章
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
う
と
う
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 

そ
の
後
に
文
化
勲
章
に
選
ば
れ
た
丹
羽
文
雄
・
尾
崎
一
雄
・
瀬
戸
内
寂
聴
・
田
辺
聖
子
・
河
野
多
恵

子
・
平
岩
弓
枝
等
と
比
べ
て
も
、
芹
沢
光
治
良
が
文
化
勲
章
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
の
は
お
か
し
い
と

思
い
ま
す
。
加
賀
乙
彦
は
文
化
功
労
者
に
な
り
ま
し
た
が
、
死
去
し
て
文
化
勲
章
に
は
選
ば
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
大
江
健
三
郎
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
け
て
、
文
化
勲
章
も
一
緒
に
与
え
ら
れ
よ
う
と

し
ま
し
た
が
、
拒
否
し
ま
し
た
。
画
家
の
熊
谷
守
一
は
、
文
化
勲
章
を
辞
退
し
ま
し
た…

…

。 

 

現
在
、
94
歳
の
高
齢
で
創
作
を
継
続
し
て
い
る
五
木
寛
之
は
、
膨
大
な
小
説
や
随
筆
を
書
き
、
大

河
小
説
『
青
春
の
門
』(

全
９
巻
で
未
完)

も
著
作
し
て
い
る
の
で
す
。
五
木
寛
之
に
も
文
化
勲
章
が
与
え

ら
れ
る
べ
き
で
す
。
芹
沢
氏
と
五
木
氏
も
、
私
は
良
識
派
の
作
家
と
し
て
評
価
し
て
い
ま
す
。
○Ｎ 

▽
新
入
会
員
の
紹
介 

 

そ
の
後
の
入
会
者
は
有
り
ま
せ
ん
。
新
入
会
員
を
お
誘
い
下
さ
い
。
♤ 

♣ 

♡ 

♦ 

…
…
…
…
 

☆ 

編
集
後
記 

★…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 

編
集
責
任 

小
串
信
正…

…
…
…
 
 
 

 
 

芹
沢
文
学
研
究
会
の
会
報 

第
１
３
９(

秋)

号
と
同
封
資
料
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
残
暑
で
す
が
、
朝
夕
は
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
秋
雨
前
線
と
台
風
が
何
度
も
日
本
に
押

寄
せ
て
、
大
雨
で
川
や
沼
が
氾
濫
し
、
暴
風
で
は
家
が
倒
壊
す
る
被
害
が
各
地
に
あ
り
ま
し
た
。
台

風
30
号
は
温
帯
低
気
圧
に
な
り
ま
し
た
が
、
大
雨
や
暴
風
は
続
い
て
い
ま
す…

…

。 

 

世
界
は
、
独
裁
者
が
侵
略
や
戦
争
を
し
て
、
石
油
や
穀
物
が
流
通
せ
ず
に
、
各
国
に
多
大
な
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
は
、
イ
ラ
ン
へ
爆
撃
し
ま
し
た
が
、
何
の
成
果
も
無

く
、
中
間
選
挙
で
敗
け
な
い
よ
う
に
と
慌
て
て
い
ま
す
が
、
ま
る
で
裸
の
王
様
で
す
。
ロ
シ
ア
の
プ

ー
チ
ン
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略
戦
争
を
止
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
中
国
の
習
近
平
は
、
共
産
党

独
裁
か
ら
個
人
崇
拝
の
た
め
の
軍
国
化
で
独
裁
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
北
朝
鮮
の
独
裁
者
金

正
恩
は
金
王
朝
を
継
続
し
よ
う
と
、
人
民
を
抑
圧
し
て
い
ま
す
。
金
正
恩
は
肥
満
と
糖
尿
病
で
脳
梗

塞
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
独
裁
者
は
皆
、
平
和
な
地
球
上
か
ら
消
え
て
し
ま
え
‼ 

  
 

芹沢文学研究会・事務局／ 🏣872-1651 大分県 国東
くにさき

市国東町浜
はま

4765 小串
お ぐ し

信正方   ☎FAX 0978-77-0565 

会
員
便
り
が
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
小
串 
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『
芹
沢
光
治
良
の
神
と
愛
』
ー
安
生
鞠
の
こ
と
な
ど 

 

東
京
都
町
田
市 

鈴
木

す

ず

き 

吉
維

よ
し
つ
な 

 
 

こ
の
た
び
明
治
書
院
か
ら
『
芹
沢
光
治
良
の
神
と
愛
』
を
出
版
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今 

 

年
は
『
神
の
微
笑
』
の
刊
行
か
ら
四
十
年
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、<

神
シ
リ
ー
ズ>

の
執
筆
過
程
や 

 

や
評
価
等
に
つ
い
て
論
評
す
る
と
と
も
に
、
若
き
日
の
恋
人
で
あ
る
安
生
鞠
さ
ん
に
つ
い
て
も
、 

 

そ
の
実
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。 

 
 

安
生
さ
ん
に
つ
い
て
は
多
く
の
芹
沢
作
品
に
登
場
し
な
が
ら
、
詳
し
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
分
か 

 

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
過
日
、
跡
見
女
子
学
園
の
松
井
慎
一
郎
教
授
か
ら
経
済
学
者
で
あ
る
河
合 

 

栄
治
郎
日
記
の
写
し
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
ま
し
た
。 

河
合
氏
は
東
京
女
子
大
学
で 

 

安
生
さ
ん
を
教
え
て
い
て
授
業
の
こ
と
や
就
職
の
こ
と
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
留
学
中
の
こ
と
な
ど
、 

 

多
く
の
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。
芹
沢
先
生
も
「
Ｓ
」
と
し
て
登
場
し
、
安
生
さ
ん
と
恋
愛
関
係 

 

に
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

『
人
間
の
運
命
』
の
中
で
高
場
加
寿
子
が
ド
イ
ツ
へ
留
学
す
る
時
、
次
郎
が
大
急
ぎ
で
横
浜
港 

 

へ
駆
け
つ
け
る
も
の
の
、
船
は
無
情
に
も
岸
壁
を
離
れ
て
い
く
と
い
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
ド
ラ 

 

マ
チ
ッ
ク
で
い
か
に
も
小
説
な
虚
構
の
よ
う
で
す
が
、
実
際
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で 

 

す
。 

安
生
さ
ん
は
就
職
や
留
学
の
こ
と
を
芹
沢
先
生
に
相
談
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
意
志
で
決 

 

め
、
離
れ
離
れ
に
な
る
時
に
な
っ
て
愛
情
を
告
白
し
、
芹
沢
先
生
も
そ
れ
に
応
え
る
べ
く
手
紙
を 

 

書
き
送
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

 
 

ま
た
山
本
玄
峰
老
師
が
ド
イ
ツ
を
訪
ね
、
安
生
さ
ん
や
可
合
氏
に
虚
偽
を
語
り
、
芹
沢
先
生
と 

 

の
関
係
を
壊
そ
う
と
し
た
の
も
事
実
で
す
。
玄
峰
老
師
は
帰
国
後
、
安
生
さ
ん
が
ド
イ
ツ
で
婚
約 

 

し
た
と
い
う
偽
り
の
話
を
、
芹
沢
先
生
の
耳
に
入
る
よ
う
に
流
し
た
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
芹
沢 

 

文
学
は
事
実
か
ら
虚
構
へ
移
行
し
て
い
く
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
事
実
と
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
境
が 

 

曖
昧
で
す
が
、
事
実
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
を
よ
り
深
く
味
わ
う
こ
と
が
で
き 

 

ま
す
。 

 
 

今
年
は
芹
沢
先
生
の
生
誕
百
三
十
年
の
記
念
の
年
で
、
沼
津
の
芹
沢
光
治
良
記
念
館
も
年
度
末 

 

に
は
『
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版 

人
間
の
運
命
』
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。
芹
沢
文
学
が
今
後
も
読
み
継 

 

が
れ
て
い
く
よ
う
、
私
も
微
力
を
尽
く
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

連
載 
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会
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